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音聲 學概說  ： 

佐久間 0 

1 音聲 現象と 發生條 件 •  ,  • 

ある^ 術 講^ 八 n で、 一人の 講^お が、 次の やうな 意味の 事 を 述べた。 I 

「すべて 科學 は、 若干の 概念^ 立て、 それの 相互の 關 係な 規. だしてい くもので、 その 關 係の 一義的な 規^が、 科^の 追求す る 

法則な の だから、 科學の 出發點 において 概念が 正確に 定義され なければ ならない。 定義 さへ しっか リ出來 て ねれば、 あと は定 

石 ど ほり ずん く^; 仃す るの だ。」 

これ は 一 應 至極 尤もの やうに 閒 える かも 知れない。 ところが、 定篛 とい ふ ものが、 どうして 可能になる かにつ いて. 

論者が まづ 考慮したならば、 こんなに 無造作に 物事 を片 づける わけに いかない ことが 判明しょう。 事實 的科學 にあつ 

て は、 概念の 定義から 出發 する わけに はいかない 。( 形式的 科 舉-— 論理 擧. 數學の ー應の 考察から、 すぐ 一般に 科學 

では かう だと考 へたがる 人が、 とかく 前述の やうな 意見 を はく 傾向が ある。) 

音 聲學 も、 音聲と は何ぞ やと 最初に 定篛 して かかる 必耍 がない し- また 出發點 において は、 それ をす る こと、 その 

ことが 不可能に 場す る。 たく 音 聲と いふ 言 葉に よって 普通 知られて ゐる 現象 を 考慮に 入れて 行けば い.， 。強いて 「可 

^^現象 ミ^ 生炫件 
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ぞゃ」 の 答 を 求められるなら、 二三の 實例を 示せば 足りる。 「ァ」 とか、 r チ」 とか、 その $ぁ たり 次第に 例 を あげれ 

ば、 どうい ふ ものが ー背聲 かとい ふこと は、 大抵 わかる。 山山 發點 にあって は、 それでい、 の だし、 また さう する より 外 

仕方がない 次^でも ある。 研究の す、 むに つれ、 知見の 增 すに つれて、 さらに 精密な 規定が 可能になる にしても、 完 

全な 定義 は、 その 科蔡 の^ 達の 究極 到達 し^た 段階に おいてでなくて は、 その 途中で さへ も與 へられ はしない。 科攀 

が 不斷の 進展 を 運命 づけら れてゐ ると すれば、 その 與へ 得る 定義 も、 いつも 暫定的な もので しか、 あり^ない。 事實 

的科學 は、 封 象と なる 具 體 的な もの を どこまでも 握って 進んで いけば い、。 最初から 定義の ためにい たづら に 苦勞す 

る こと は、 I 貧 際 上む だな 骨折に 過ぎない。 

昔聲 がどうい ふ ものな のか は、 すでに 常識の 示す ものが あるから、 さしあたり それで 歩 を 進める。 種々 の具體 的な 

事 について、 この 音聲 現象 を觀 察する とい ふところから、 そして その 觀察 事項 を 比較して 異同 を撿 し、 類同に よつ 

て^ 別 を 立てる とい ふところから 發足 する。 音聲 現象 を觀 察する ために は- (一一！： ^の發 音され たま、 の 姿に ついて、 そ 

の 昔 聲的側 而を取 出す とい ふ 第  一 ^の 操作 を 要する こと を 認めなければ ならない。 これ は 一 種の 特^の 熊 度 こよって 

遂げられ るので、 たビ £1 然 的な、 何もかも 差別な しにう け容れ るのと はちが ふ。 日常の 生活に とって は、 言語 は その 

指向す る 車 がら を. 衣现 し、 事の さま を^ 述 する 役目 を もって ゐ るから- その 傳 へる 意味の 如何が もつ ばら 問題で * 音 

聲の仉 面な ど は その 場合 ほとんど はっきり 意識され ない。 意味の 方 へ さし 向けられた 聽き 手に とって は、 昔聲の 種々 

の 特質の ごとき は 「耳に とまらない」。 かう いふ 日常生活 的 態度に 終始して ゐる 限り、 音聲 そのものの 觀察は 期しが た 

い そこで すべての 科學 がさう である やうに、 昔聲の 考察 も-最初に 特^の 態度、 いは ビ昔 聲擧的 態^ を準躐 して 
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か k る必耍 が ある。 

すな はち 「音 聲學的 態度」 は、 多くの場合 において、 具體 的な、 話された 言語に おいて • その 音聲 的な 方面 を 取り出 

して、 他の 方面、 すな はち 意味、 あるひ は 普通に 言語の r 內容」 とい はれる 方面 を 除外す る こと を 必要と もす る。 意味 

の 方面 は、 まづ そっとし ておいて、 音 聲的 特質 だけ を 抽象して 來る。 さう いふ 觀察を 幾多の 實例 について 施す と共に、 

意味 を 伴 はない やうな 音聲 系列 を 試みに 發 音して、 それにつ いて 發生條 件 を 考察す る。 耳に 聽 いた 感じと 同じ もの を 

與 へる 昔 聲 の 發昔を 試み ると いふ ことによって、 ある 音色 を與へ る音聲 の發 生が どうい ふ 音聲 器官 の はたらき による 

か を、 比較的 手近かに 驗す ことができる。 これ は 昔聲 機能が き はめて 普通に 何人に も營 まれる ところに 馬す るからで、 

音 聲の覜 察 はいつ もこの^ も 手近かの 「寅 驗」 を 伴って はじめて 有効に 行 はれる。 口から 耳へ、 また 耳から 口へ とい ふ 

ことが、 音聲 考察 者に 第一 に耍 求され る 次^ は、 これによ つて 納得され よう。 

こ、 に 「聽 かれた 音聲」 は、 心的 現象 的な ものに 外なら ない d 何ら 物理的 存在で もな く、 生理的 過稃 でもない。 かう 

して、 それ は聽覺 的事實 として 現前す ると ころの ものに 相違ない が、 これ を音聲 とい ふ 實體が 存在して、 それが 耳に 

は ひって 來て 一 種の 「おと」 として 感じられ ると いふ 風に考 へたり、 說 いたりす るの は、 實は官 語 的 思考の 假 作に 過ぎ 

ない。 普通に 匂 や 味 や 色が、 客觀 的な 對 象の 性^と 考 へられる やうに、 音 聲も對 象 的に 考 へられる のが 常で は あるが、 

これ は、 つまり- の 形式的な 構成に よって、 さう いふ 風に 取扱 はれる に 至った ものと 兄ら れる。 音聲は 畢竟 現象 的 

事實 として、 聽覺す な は ち 振動！！ 感性に よって 各倜 人に 經驗さ れる 次第の ものに 外な ら な い 。 

ところで、 この 現象 的^.^ たる^お が、 どうして 發 生す るか。 乎 近 かな 發音の 試みが 示す とほり、 發音 器官 (S7 

荇 结現^ ミ 殺生^ t" 


お 現象 ミ發 生條件 

^•¥n 蓋 帆) ゃ發聲 器官 (喉頭、 ことに 聲帶) の 生理的な 活動が 先行 條件 となって ゐる。 その 一定の はたらき 方と あ 

る 種の 音聲 現象との 問に、 すこぶる 規則正しい 關 係が あり、 さらに 實際 的に いへば、 しかじかの 舌の 位置で 「こ^」 を 

出す と、 何とい ふ音聲 現象が 聞かれる とい ふ 風に、 對應關 係が かなりの 程度まで 一 義的 になって ゐる とい ふところ か 

ら、 音聲の 現象の 種々 を それぐ の 發生條 件た る 生理的 活動と 表裏して 考 へる やうに なり、 あるひ は 同一視す る やう 

な 一一 一一：： 葉づ かひ を さへ する やうに なった。 

かう いふ 生理的 活動の もとに 生じた 物现 的な 過程 は、 彈性體 の 振動と しての 週期 性 を そな 人、 條 件の 如何によ つて 

多く はすこぶ る 複雜な 波形 を 示す が、 種々 の 物理的な 處现を 施して 或は 遠くまで 傳播 させ、 或は 途中で これ を 遮り、 

或は. m 氣 振動に 變 へて 增 幅し、 また 變形 するな ど、 かなり 自由に 取扱 ひ 得る やうな ものに なって ゐる。 從 つて、 その 

振動の 模樑を 眼に 見える やうに する こと も出來 る。 かう いふ 扳動 過程 は、 聽覺 的事實 たる 音聲 現象の 直接の 發生條 件 

なので も あり、 現象に 對 してす こぶる 一 義 的な 對應を 示す ことで も あるから、 實 をい へ ば どこまでも 振動の 一 種な の 

だが、 齊 通に は、 これ を も 「音 聲」 とい ひなら はして ゐる。 「話された 音聲」 とい ふとき は、 おの づ からこの 種の 物理的 

過程 を 指す ことになる。 あたかも 物理的 過程た る 振動の 可聽 的な もの を 一般に 「おと」 と 名 づけて 對象 化し、 人の 聽 

く *聽 かないに 拘ら すに 「おと」 が實 在す るかの やうに 考へ、 振動 數 幾何の 「おと」 など" 述べる のと 同様で、 實際 上に 

は あまり 不都合 を 感じない し、 かへ つて 便利な ところ も あるから、 かう いふ 考へ 方、 述べ 方が 行 はれて ゐる。 

けれども. 毐理を 明確に 認識す るた めに は、 そこに はっきり 區^ を 立てなければ ならない。 人が 實 際に 經驗 すると 

ころの もの は、 現象 的な 「おと」 なのであって、 それ を發 生させる 條 件が 物理的な 一定の 扳動 過程と 生理的な 特殊の 刺 
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戟作 s • 神經 興奮 だから、 それらの 適 當な條 件が 具備し なければ、 まだ 「おと」 は 生じない とい ふこと になる。 また、 

振動 は 「おと」 の 一 つの 條件 では あるが、 「おと」 としてで なく、 現象 的な 振動と しても 感じられる ことがある， 「振動 觸 

感性」 がそれ で、 ダラ ダラ • ビリ ピリの やうに 表現され る經驗 的事實 にこの 事が 見られる。 「おと」 のうちの 一 種た る 

音聲 についても、 この 事 は その ま-あてはまる。 で、 厳密な 言葉 づ かひで は、 現象 的^.^: と 物理的 過程との 問に 

を 明かに すべきで， たと へば 振動の 聽 感性お よび 觸 感性の 事 實を說 くに あたって、 「おと」 乃至 音 聲が、 聽覺 によって 

も 知識され、 「顫 覺」 によっても 知覺 される とい ふやうな 表現 をす る こと は、 甚だしく 事理の 混同 を來 すお それが ある。 

物理的 過程た る ある^の 振動が 「おと」 として 聽識 され、 すな はち 聽覺 的に 知覺 される (振動 聽 感性) と共に、 また (現 

象 的) 振動. 顫動と しても 觸 知され る (振動 觸 感性) とい ふ 風に、 この 事理 は 正しく 陳述し なければ ならない。 

,  二 音 聲硏究 の 出發と 目標 i  く；. :. う i  f'< 

音聲の 科學的 研究 は、 もちろん 經驗的 事 K たり、 現象 的所與 たる 昔 聲 から 出發 する。 これ を觀 察し- 記述し、 分類 

する。 それ は音聲 現象 學と いふべき ものに 馬す る。 このために は、 特別の 態度 を 以てする 必耍が ある こと、 前述のと 

ほりだが、 それに 伴って、 また 練習. 熟達 を も 要する。 かつまた、 精密. 的確な 觀察を 遂げる ために は、 觀察 者が は 

における 天分 を 必要と し、 中に も 聽 覺 感度の 鋭敏が 耍 求され る。 音聲 における 諸種の 微妙な -ーュ アン スを よく 識^し 

得なくて はならない が、 その 性能 は、 ある 程度まで 練習に よって 增 進され ると はいへ、 おの づ から 個人的 限界が ある。 

こ の 直接 綏驗 における 昔聲 現象 の 識^ 性能 が 、 出發點 として 頼るべき 究極の もので も あり、 また 音聲 研究 の 終極に お 

^^^究め 出狻ミ =挖 


音 5* 研究の ミ 目標 

いて 囘歸 すべきと ころで も ある。 そ も/、 音聲の 研究の 必要が， こ \ に由來 し、 つねに こ、 に 目標 をお いて ゐ るの だ 

から、 具體 的な 音 聲 現象の 體驗と 判別と は、 音聲 認識に おいても もちろん 基礎的な 事^と いはなければ ならない。 

如上の 理の 原理 的な 考察 を 怠る 場合に、 往々 次の やうな ことが いはれ る。 たと へば ァとォ との 間に、 き はめて 僅 

かな 差異 を もつ 無数の 母音が 存立し 得るな ど。 これ は、 ある 根本的 豫 想に 立って はじめて いひ 得る の だが、 その 根本 

豫想 は、 音聲 現象の 物理的 條件 たる 振動 過程 (または 生理的な 振動 發生 過程) における 連 綾的變 化が、 かなら す 現象 

における これに 逐次 對應 する 連 續的 差異 を 決定 するとい ふのに ある。 ところで、 これ は 何ら 證 明され ない テ ー ゼ であ 

り， 感性 的^ 度 を 顧慮し ない 签理 であるか、 もしくは 現象と 條件 (過程) との 無造作な 混同に もとづく、 見かけ だけの 

精密 さに 過ぎない。 音聲 心理 舉は、 かう いふ 點の 認識の あやまり を 指摘すべき 任務 を もつ。 

音 翳 現象の 記述、 すな はち 現象 學的 硏究 は、 かやう に 大切な 事 がらで は あるが、 それだけで 音聲 研究が 遂げられる 

ので はない。 かう した 現象の 發生條 件の 探究、 條 件と 効 * との 相屬關 係の 定立が、 科舉の 成立に とって また 重 耍な事 

項 • 必須の 要件 を 成す。 これ は、 低い 程度に おいてで は あるが、 音聲 研究の 場合に は、 ごく 手近かな 手法に よって、 

ほとんど 研究の 當 初から 試みられた 事 がらで、 その 方法の 不備から、 大きな 期待 を 研究 成 菜に 求める こと は 出来ない 

とはいへ 、研究 H 標 はつねに 發生條 件の 確立に 存 したの だった。 某々 の 「口 形」 または 舌の 高まり 方と それぐ の 母音， 

喉頭に おける 振動の 有無と 有 聲 • 無聲 の^な ど、 發生的 方面に おける 狀況 が、 聽覺的 事象と しての 音聲 とどう いふ 關 

係に あるかの 課題 は、 音聲 考察の 最初から 問題と されて 來た。 簡 sa. な 「實 驗」 が、 すな はち 自分自身い ろくに 發 音し 

發聲 して 試みる ことが、 始終 行 はれた。 これ は いづれ も 音 聲 現象が、 どうい ふ 發生條 件の もとに 發 現す るかの 問題 を 
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眼中に おくと ころの 條件發 生 的 考察に 外なら ない。 

現象の 觀察 • 記述から 進んで、 それの 條 件の 定立に 向 ふとい ふの は、 いは ゆる 法則 定立の 自然 科學の 常道に 外なら 

ない。 そして 昔聲 研究 も、 その 最初から これ を 十分 判明な 形で 目標と したので ない にしても、 實際上 これに 向って 進 

み、 いろくの 粗密の 程度で これ を實 現して 來た。 今日で は、 わたくしたち は、 先進 者の 努力の 結晶に よって * 極め 

て 精巧な、 かつよく nz 的に 役立つ 種々 の 研究 乎 段 を もち 合 はせ てゐ る。 これ を || 使す る ことによって、 發生的 研究に 

おける 高度の 精密 さに 達する ことが 出来る。 物 现的條 件の 檢 出と 設定と において、 き はめて 精密な 規定が 行 はれる わ 

けだ。 しかし、 現象 的な 方面に おいて、 大きな 改善 を 遂げる こと は、 原理 上 のぞみ 得ない。 た^、 觀察 者の 態度に お 

ける， 1 心な 用意に おいて、 現象の 觀察 • 記述 を 一 翳 精 透に する こと を、 ある 程度まで 期待し 得る に過ぎない。 しかも、 

前述のと ほり、 現象 的 考察 は、 まさしく 科舉的 硏究の 出發點 をな す ものな ので、 この 點 においても、 出來る だけ^ 到 

に、 そして 上に 述べた やうな、 ^理に 適合し ない 偏 兌に 囚 はれる ことなく、 どこまでも 現象 そのものに 卽 して 遂げて 

いくこと を 心がけなくて はならない。 

* 佐久 問^ r ゲシ タル ト 心理 學の 立場」 (ゲシ タル 卜の 問題と 學說、 笫 1輯) 、一 二八— 一 三 1。 

佐久 間^ 「現象と してのお と」 心理 學硏 究、 第七卷 (笫四 斡)、 六 〇 五— 六 一 八。 

かう して 研究の 歩 を 進めて いくうち に、 現象と して 特立した 個別 的の 事實 のうちに、 發生 的に 緊密な 內面 的の 關係 

を もつ ことが 兑 出されたり、 現象 的に は 相 類す る 諸^の 事例の 問に、 條 件と 効^との 脈絡に おいて 別^の 系統に 馬す 

る ものの ある ことが 確認され たりす る。 ことに、 音 聲 現象 を 取り出して、 とりあへ すその 範圓內 で 事理の 解明 を はか 


^^研究 S 分^ ミ協间 

らうと した 最初の 意 阖が裹 ぎら れて、 さらに 廣ぃ 地盤の 上に、 もっとし つかりした 足 どり で 進むべき ことが、 難關突 

破の ために 要求され るに 至る こと も、 しばく ある。 昔聲の 科擧は * 他の 諸 科舉と 同様に、 それだけで 自足して いけ 

る ものではなくて、 一 暦廣ぃ 基礎的 知見と、 多岐な 補助 的 方法と に賴ら なくて はならない。 事^上、 一昔 聲の 研究 は、 

各秫の 科學の 助けに よって 促進され た 沿革 を もって ゐる。 擎に その 方法に ついて だけでなく、 その もっとも 原理 的な 

問題に ついても、 廣く 深い 見と ほしの 上に 立つ ときに、 はじめて 十分の 解明 を 期す る ことが 出來 るの だ。 

三 音聲 研究の 分擔と 協同 

個^ 科舉 は、 その 發展 の^.^ から 見る と、 研究 對 象の 特殊性 を緣 として、 それ <\- の 獨自の 道 を ふみ 出し、 これに 

伴って 各自の 特有の 方法 を兒 出し、 特殊の 設問 • 課題 を 以て 進んで 來 たやう に 見える。 今日に 及んで は、 物理的な 統 

1 的 世界 像に 向っての 究極の 牧斂が 自然 科學の 分野に おいて 期待され る 機運に 至った やうに 見える とはい へ、 各種の 

科學 は、 まだ 現實の 問題と して、 いづれ も獨 特の繩 張と 課題と、 そして また 方法と を 固執して ゐ るかに 思 はれる。 こ 

の現狀 において、 たと へば 音 聲の 問題の 具體 的な 取扱 を 企 II するとき、 研究者の 立脚す る 地盤の 關係 や、 その 提起す 

る 問題の 種類 や、 その 得意と する 方法の 如何によ つて、 各方 面の 硏究が 多岐 多端と なり、 往々 相互に あまり 聯絡な く， 

各自 勝手に、 他に 無頓着に 進められる 嫌が 生じて 來る。 この 事態 は、 一方に は 沿革 的 事情に もとづく ので あり、 また 

研究者 各 侗の敎 養の 如何によ つて 生じる わけで も あるので、 止む を 得ない と 認めるべき かど もないで はない が、 研究 

成果の もっとも 能率的な、 効果的な 穫得を 期す る 上から は、 すこぶる 考慮 を 要する ものと いはなければ ならない。 
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もとより 各自の 最も 得意と する 方面に 手腕 を發揮 するとい ふこと は、 當然 でも あり， 効果的で も あるが、 その 際 音 

聲 研究の 全 分野に おける 自己の 擔當 H 域の 地歩と 意義と を 正當に 認識す る こと を 怠るならば、 時として 無益な 努力 を 

重ねる とい ふこと がない と保證 は出來 ない。 ことに 音聲の 問題の やうな、 科 舉的考 察の 蹄史 のす こぶる 新しい^がら 

に關 して、 とりわけ 舉 術の 國際的 銃^ 裡 では まだ 後進の わが 舉界 において、 科學的 協同 作 の 利益、 织際 的智的 協力 

の 必要 を 痛感し なければ ならない。 

音聲の 解明 は 一一 一一 口語 研究に 對 して 至極 密接な 關係を もって ゐる ところから、 fB 語 研究者 は、 多 かれ 少 かれ、 音 聲の研 

究を 試みるべき 地位に 置かれた。 その 研究の 範圍 は、 言語に 現 はれる 限りの 昔 聲に存 し、 すな はち 「語 昔」 にあり、 そ 

の業鑌 は、 比較 觀 察の 手緝 によって、 主として 音聲の 現象 的 特性 を 記述し， また 舌と 耳と による 至極 簡便な nc: 驗」 に 

よって、 若干 音聲發 生の、 すな はち 發音 および g 聲の機 制 を 定立す ると ころに 兑られ た。 それ は、 概して 現象 分析の 

所得と して 特色 づける ことが 出來る やうな ものに 屬 する。 その 主として 使 川す ると ころの 方法が、 、王靓 的と して 概括 

される やうに、 その 成较 において 各人 互に 適確に 一 致 するとい ふ 趣 を 得が たい 嫌が あり、 往々^ しのない 水掛 論が 展 

開され たこと も 否 みがたい が、 これ を 一概に 低く 評價 すべきで ない こと は、 現象 的 考察の m; 要 性に 顧みて、 十分に 認 

めら れ よう。 實に音 聲 における 現象 的 事實の 定立 は、 主として この 方面に おいて 拂 はれた、 尊い 努力の 結 品と い へ る。 

それが 一 ^精^な 實驗的 研究への 問題 を投 供し、 ^乎 點 • 出 發點を 構成す る こと は、 何人も 認めす に は ゐられ ない と 

ころで あらう。 この 故に、 いづれ の 音 聲 研究者に しても、 この 方面に おける 觀察 上の 所得 を 11 たと ひ 荒削りの 材料 

に過ぎない にしても i 無視し、 または 輕視 して 歩 を 進める こと は 出来ない。 
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普 粱硏究 の 分捸ミ 協35 

だが、 この 近代的な 武器 を 所持し ない、 いは ビ 徒手空拳の 比較的 方法 は、 歩を轉 じて 音聲の 發生條 件の 考察に 向 ふ 

とき、 かなりの 缺陷を 認めさせ すに はおかない。 一た び 條件發 生 的 考察の 方向に 進めば.、 H,; 觀 的な 評 價は、 こ k に 客 

觀 的な 測定に 歩を讓 り、 質的 觀察は 量的 li 測に 宗ほ を變 へなくて は、 精密 適確な 分析 を 期しが たい。 

こ、 に發音 .發聲 の 牛； 现學的 研究が、 その 得意の 活動 舞臺を 見出す。 各種の タン ブ ー ル (喉頭 記 音 器， 口腔 記 音 器 • 

^^記 昔 器 • プノ ィモ グラフ) および キモグラフ ィ ォ ン (記 動 装置) による、 發音 時に おける 身體 各部の 振動の 描 錄のご 

とき は、 赏驗 研究に おいて もっとも 普及され、 愛用され た 方法で、 今日で も 十分に その 効能 を もって ゐる。 また、 ョ 

ハ ネス- ミュ レル (Joha 目 ies  Miiller,  1S01I1858) の 試みた 人工 喉頭に ついて、 および 屍體 から 切り出した 喉頭に つ 

いての 實驗の 成繽ゃ ガル チア (Garcia) から 始まった 喉頭 鏡に よる 聲帶 機能の 觀 測の 知見の ごとき は、 音聲發 生の 解 

明へ のき はめて 貴重な 寄與 とい はなければ ならない。 

* 佐久問 H 「一般 昔 ^學、 發 音と發 襻」 第 四 章 「人聲 の 特質」 參照、 なほ 「國詰 音聲學 講話」 に も 簡單な 記述が ある。 

音聲 機能の 解明 は、 今後 もな ほす こぶる 多くの 期待 を この 方面の 研究に かけなければ ならない ものが ある。 近時に 

あって は、 レントゲン 寫眞 法の 發逑 が、 この 方面で き はめて 有効な 探究 手段 を 提供す るので、 ますく 期待 を 犬なら 

しめて ゐる o 

これに 關聯 して、 音聲の 病理 も、 また その 正常な 機能の 解明の ために 大いに 役立つ こと を 忘れて はならない。 どん 

な 器官 上の 缺陷 が、 いづれ の 機能的な 支障 を 惹起す るか。 あるひ は、 某々 の 解剖 舉的 異常が あるに も か X はらす、 音 

聲 機能 は • あまり 影響され ない とい ふやうな 事例から、 どの 程度に 機能に おける 調節. 代償が 可能 かとい ふ 問題 も、 
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考察の 乎が、 りを與 へられる。 

しかし、 これらの 方面の 考察 も、 音聲 乃至 一 般に音 響の 物理的 條件 たる 振動 過^の カ舉的 特性 を 理解す るので なく 

て は、 正當な 解明 を もたらす ことが 出來 ない。 發昔 .發^ の 生理 舉的 考察 も、 究極 生活 體 における 扳動發 生の 物理 學 

的 研究に 歸着 する 次^で、 その 一般的な 知兑 にもとづいて はじめてお 鸪を 得た 音 聲の發 生の 理論 を E ル出 すわけ だ。 ョ 

ハ ネス H ミ ュ レル の發聲 機能の 硏究 にしても、 特^の 振動 發生裝 ^たる 喉頭に おける 物现的 過程の 條件 分析に 外なら 

す、 一般の 音響 擧的 知！ I： 儿 を土袅 として、 はじめて 可能になる 所以 を 認めなければ ならない。 

た^し、 從來 音聲の 物现舉 的 *音1 藥的考 察 は、 普通に は脊 聲の發 生に ついての 問題、 すな はち 發音 および 發聲の 

問題 を 生理 舉に 譲って、 主として 發 音され た 「音 翳」、 ことに 大氣屮 に傳播 される 振動 過稅、 すな はち 音波に ついて 考 

察 を 施して 來た。 一 舣に 音響 攀の 取扱 ふ 「音響」 は、 その 發 生の 源た る 「音源」 または 「發 昔 體」 の 構造と $ 關 係に おいて 

も 考察され てはゐ るが、 音 聲の镙 合に は、 「音； i」 の發 生に たづ さはる 音聲器 (H: の 構造が すこぶる 複雜 なた めに、 從來 

無機 的 世界 を繩 張と して 來た 物理 學は、 直接に は 音聲發 生の 物 if 的 機構 を 問題と しなかった。 發昔 された 「音 聲」、 す 

な はち 特殊の 構成 を もっと ころ c 振動 過程が、 こ の s| 合 研究の 對象 となった。 音聲の 「發生 的」 研究と 「音響 的」 研究と 

が對立 させられた とき， ^者 は^ 现學 的な 手法に よる もの、 後者 は 物理 舉的 考察 を 施す ものと して ^解され た。 

* ィ * スペル セ ンの所 諭 「音 «- 的 か 發生的 か」 參照 (JeBpers3n:  GidfFagen  der  phonetik)。 

こ の 方面に おける 研究の 成果 は、 物理 舉の 進歩した 地盤に 立つ とい ふ 有利な 北：： 景 によって、 すこぶる 顕著な ものが 

ある" ことに 近時の ェ學的 物 離の 方法の 聲 備により、 いは ゆる 「 電氣昔 響學」 (Elekr.gkustik) の 一部 1： を 新^す 

tlH^W 究 3 分^ ミ^ M 
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せき 研究の 分 擔.、 よって、 よほどよ く 解明 

き"、 ； i れヒ 。音響のう ち 殊に 音聲 の囊な 構成が、 これらの 8 な 方法に よつ 「 .5. 

る ほどの 進出ぶ り 力 矛され ズ f 導グ 5  「X  - ヒ per ユー や ピアノの 「ね」 

ノ こつ；、 「おと 3 現象 的 持 性と して 直接に 經驗 する 「ねい」， I 琴 

される に 至った。 わたくし たき 「i  "::: 動. 室に 依存す るかの 1 ご！、 ー甚にぉ ける 各 母音 

や 尺八の 「ね」 の それぐ の 特色が どういぶ 物 f  達し *てゐ る。 これらの 知見 は、 主として 近時の 音 響學 

の 特色の！ 舉的 解明と 相 禅って、 すこぶる 見るべき 解決に I して ゐる ォ 

的 研究の 進歩に 負 t のと い はなければ ならない。  mn。 

-^).i^-o II 「g 用 音 驟學」 (お 波講 t! 「物理 學及化 學」) 

. 小幡重 1 「音 樂 愛好者 のれめ の 省 饗學」 「。 用 3? お  一 t つて 勿 3* 勺な 解明 を 得る に 至った。 

ク、 こ ^ま 持 色の ごとき も、 かう いふ 音響 擧的 研究に つ 物  t 

見 象旳 ^質に ついての 各 &母昔 の^ 色  f[ き オ inj して b る 状况に 

^ り4 ム、 かなりよ く 示される に 至った。 わが 國語 についての 研究 も 着々 進行して き？ . 

iat  f  "求す る これらの 研究の 成果 は、 観硏究 者の 十分 期待す るだ けの もの 

ある。 すこぶる 細心の 用意と 多大の 時間と を耍 求す る これの S 

を 示す であらう o 

*  „久|「5 の 構造」 。甚の 研究 JI^;J。  ！- 「邦 SS 物 f  S 究」 コ舉山 本き、 遞信 省 重 試驗所 ^ 

t 小 I 一氏の 諸 f ,  i0MuhHsiii  5si 校 ほけ 

吿 第一 一二 一六 號)、 片岡 I 日本^の 構^ ,1 す^^  ？囘 il 學大會 に I され S る。 

ilf  rru  して— I の繩 ！で研究 された が、 si 生 II 

音糧 生の 物理的 機構に つい S  ,化來？^"^？ 業に も、 大いに 期待 すべき ものが ある。 普 

土臺の 上に 研究が 進められるべき ものである 以上 物理 f 』 力 生の ために 呼氣 がどうい ふ 風に 音 

i:i 霊 1 解し やすい？ 音 iif き I？ . 


聲 器官に 作用す るかの 事理の ごとき、 十分に 解明され なければ ならない の だが、 現在のところ 一 般 の音聲 研究者に も， 

釋 然とし ない ところが ある。 こ、 に 物理 學の 當然 演じなければ ならない 役割が あり、 殊に 氣流 による 振動 發 生の 事理 

において、 流 體カ舉 的 考察が 大いに 要求され るべき であらう。 この 方面に おける 近時の 研究の 試み は、 まだ 多き を數 

へ 得ない 狀況 にある と 思 はれる が、 音聲發 生の 究極の 解明に 對 して は、 もっとも 緊切な 事項な の だし、 話された 音聲 

の 研究と、 音 聲を 出す はたらきの 考察との 二方 面の 問の まだ 十分に とれて ゐ ない 聯絡 は、 この 邊の 解決 を まって はじ 

めて 遂げられ るので あらう。 

* バゲ エツ トの^ 作 (Paget:  HI き an  speech) の 如 さは、 その 例。 

音聲 心理 學の 觀點 は 、 昔 聲の 聽覺的 知覺の 機能 について 特有の 繩張を も つて ゐ るが、 同時に 音 聲の人 問 生活 におけ 

る 職能 を 考慮 巾に おく ことによって、 こ、 に 大きな 展望 を もたらす。 その 點 について は、 こ \ に は 立 入らない ことに 

する。 

* 本 講^ 中の 「音^ 心^ 學」 の 項 H 參^。 

以上 各方 面の 研究 *考 察 は、 昔聲 現象. 音聲 過程の 解明 を 目標と する 點 において 一致す る。 ところが、 從來の 行き 

が-り 上， それぐ の 方面の 間に 聯絡 統制 を缺 くやうな 憾みが なくはなかった と 思 はれる。 もし さう だと すれば、 

研究の 能率 上き はめて 不利な 結果に 陷る こと は、 前に 述べた やうな 次第 だ。 そこで 協同し 聯絡す る 必耍が 痛感され る 

が、 そのために は 各方 面の 分擔 者が、 いづれ も 問題の 全般につ いての^と ほし を もち、 各自の 研究が どうい ふ 意義 を 

音 聲の全 的 解明の 上に もち 來 すかに ついて、 自ら 知る ところがなくて はならない。 他 を^み すに 自 分の 力 置 を 過信し 


15  — 


Jtst 的硏究 。沿革 

て 猪突す るの は、 賢明な 仕業と はい へない。 

たと へば 實驗の 技術的 方面に おいて， き はめて 精密な、 むしろ 精密 過ぎる ほどの 手繽を ふみながら、 他の 見地 を 顧 

慮 しないば かりに、 忍 ひも よらない 軍； 大な 手ぬ かり を するとい ふやうな 事 も、 往々 見られる。 あるひ は、 すでに 古び 

て 支持し がた くな つた 見方 を、 いまだに 墨守して ゐ ると いふ 風に、 他の 立場から は 見られる やうな 有様の もの も ある。 

知的 協力 は、 まさに かう いふ 不都合 を 除き 去る 使命 を もつ。 

四 科學的 研究の 沿革  ； 

以上 述べて 來た ところ は、 音 聲 研究に ついて 考慮され るべき、 、王 要な 方向と その 各方 向の 相互 關 係であった。 音聲 

研究の 發 達の 迹を 尋ねて みると、 もとより これらの 諸方 面に 百 一 つて 傳統が 見出され るが、 これが 相 依り 相 助けて 科擧 

的 研究 を 推進 さ せる に 至る までに は、 長い 侗刖的 進展の 歷史を 閲 した のだった。 

言語の 研究 は、 語彙 • 語法な どの 比較 考察と ともに、 各國語 • 各 方言に おいて 特有な 音聲の 比較 を 促し、 かう した 

要求から も 次第に 音聲の 分類 ゃ體系 づけが 試みられ たが、 さらに 覽 際的耍 求、 すな はち 外國 語の 舉習ゃ 方言の 整理な 

どの 方面から、 もっとも 實 W 的な、 簡明な 敎 案が 必耍 となった。 かう いふ 耍 求から 生れ 出た 「音 聲學」 乃至 r 發 音擧」 

は、 もっとも 著明に 「敎育 的」 でも あり、 「 應 W 的」 でも あり、 「入門 的 • 啓蒙 的」 でもあった。 「初等 音 聲擧」 の名稱 が、 

もっとも ふさ はしく 見う けられた。 ベ r 日 普通に 行 はれる 「音 聲擧」 は、 もちろん 一 科の 舉的體 面 を備へ てゐ ると 認めら 

れ はする が、 敎授 上の 目的に 利用され る應 用的舉 科た る點 で、 か はり はない。 當初 ：一 一一 口語 擧の 畑の 一 隅に 培 はれて、 漸 
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次 生長して 來た 沿革 は- いまだに この 極の： 聲學 にな ごり を 留めて ゐる。 

さう いふ 次第で、 この r 敎育 的」 あるひ は 「1 一 c 語 的」 とも 名づ けられる ことの ある 「音 聲舉」 が， 半ば 想像に よって 補 は 

れてゐ る 口 形縱斷 面の 圖 (近時の レ ン トゲ ン寫眞 法に よる 所見と 背馳す る) を 揭げ、 母音 發 生の ための 調 機能に おい 

て、 しきりに 舌 面の 最高 位 を 求め、 ベル • ス ウイ ー ト (well-sweet) の 枠に はめられた 母 昔 分類 や、 ヂ ヨウ ンズ (Daniel 

Jones) の 「基本 母音」 の やうな 1| 式 を 準據 とする やうな^: 様 を つ^けて ゐる としても. 多く 批議 する に當ら ない。 なぜ 

なら、 さう いふ 一 背 聲 機能の 說明 は、 耍す るに 實際 敎授 上の 方便と して 役に立て ばい、 ので、 その 敎授に 際して は、 堪 

能な 敎師 が實踐 的に、 具體 的に、 口から 耳への 方法に よって、 適切に 指^す ると いふ 任に 當 るの だから。 そこで は、 

多少の 不精 確 や 誇張 も、 幾分な り 許される ので あらう。 

普通に は、 かう いふ 傅統を 保つ ものが * 「昔 聲學」 の 名 を もって 呼ばれて ゐる。 これ は 格別 あまり 客 觀的觀 測の やう 

な 方法 を用ゐ ない。 自ら 發音 し發聲 して 試みる とい ふ 以外に は、 特^な 裝置 による 實驗を 施す とい ふこと もない。 そ 

の 特色 も 長所 も、 むしろ 音聲の 現象 的 考察と いふと ころに 存す るの だし、 さう いふ 點 において 貴重な 寄與 をして ゐる 

こ と を 認める ベ き だ。 

これに 對 して、 自然 科學の 進歩に 伴 ひ、 音聲 研究に その 方法 を 輸入して、 一 科の 舉問を 樹立す るに 至らう とした 人 

人 は、 その 自己の 立場 を 齊 通 「音 聲學」 とはい はすに、 むしろ 「語音 生理 學」 (Lautphysiolcg.ie) など、 呼びたがった。 

實際 また 生理 舉^ が はからの 研究が 多大の 寄與を 成した。 一 八 六 〇 年代に おける ドンデルス (Dondcrs). プリ ュッ ケ 

(Briicke).  メルケル (Merkel). グ リュッ ネル (Gratznel.) 等の 場合が それだった。 むしろ 言語 擧 者の 片手^の 研究から 

科 «f 的 研究の 沿 幕  L 


料杲的 研究の 沿革 

出發 したやうな 觀 ある 當 初の 音聲學 と、 自然 科學的 手法に よつ て音聲 機構の 實驗的 考察 を 志した 音聲 生理 擧 乃至 音聲 

物理 學は、 この 時期に あって は、 全然 交涉を もたなかった とはいへ ない が、 緊密な 連絡 を もって 歩 を 進めた とい ふわ 

けに はいかなかった。 そこに は、 おの づ から 判然とした 傳 承が、 考察の 方向 や 仕方 を 支配 するとい ふ 趣が あった。 

物理 學的 方面からの 考察 は、 一而 生 现擧的 研究と 提携せ すに は ゐられ なかった とはいへ、 また 獨自の 與味を 音聲の 

音響 學的 構成の 方向に 見出した ので、 ある 程度まで 他と 離れて、 自己の 傳承を 守った 觀が ある。 ウイリス (willis> 

ホイ ー ト スト ン (whe:ltstolle> ヘルム ホル ッ (Helmholtz) 等々 の 間に 脈絡が あり、 のちに 母音 論 における 相 對峙し 相 

抗爭 する：：： 儿 地と して ヘルムホルツ 對 ヘルマン の 名 を もって 知られて ゐるー 一様の 學說 は、 實 はさら に 遡って その 源流 を 

十八 世紀の 半ば、 十九 世紀の 初頭に 求める ことが 出来る。 

かう いふ 幾つかの 潮流 は、 つ ひに 一 つに 合流すべき 時期 を まって ゐ たやう に 見える。 各方 面の 素養 を 兼ね 備へ、 各 

部局の 知見 を 打って 一丸と する 才幹 を 得て、 音 聲科舉 は 大成され るべき だった つ それ は、 實に 二十世紀の 初頭に あつ 

て 期待し 得べき 最高の 完成 を 以て、 ルス a  (L-abbd  Iw.l  J.  Roussolot) の 實験音 聲擧的 研究に よって 遂げられた。 

* 佐久間 鼎「 阈語 音萆學 講話」 二 六 七 以下 「音 聲學の 進步」 の項參 照。 

r 實験音 聲學」 は、 當時 において 企及し 得べき 一 切の 實驗的 方 法 と 科學的 用意と を 以て 音聲 の 考察 を 試みる もの だつ 

た。 それ は音聲 研究 を 精密 科學的 地盤の 上に 建造しょう とする 意圖に 出て、 多くの 努 方の のちに 着々 その 地歩 を 固め 

て來 たのだった。 原理 上、 音聲 研究の 諸方 面 を ことごとく 自家の 藥籠 中の ものと してし まふべき はすだった。 少 くと 

も、 若干の 程度に おいて、 その 使命 を 某した こと は 認められよう。 音聲の 「科 學的 研究」 の 時代が こ \ に 明けた こと 
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も、 認められよう 3 

今日の r 實驗音 聲學」 が、 諸 科擧の 進歩に 伍して、 その 一切の 方面の 知^ を柒 成し 得て ゐ るか どうか は、 實際 上の 問 

題と して 疑問 視 されない でもない。 が、 それ は 各方 面の 音聲 研究の 進歩が、 あまり 目 ざまし いために、 その 全般の 概 

觀總觀 を も 困難に するとい ふ 現下の 事情に よるので あらう。 ますく 倍加す る 萬般の 知的 牧穫 は、 それの 體系 的^ 顿 

を さ へ 難事と する。 各般の 考察 を 一 身に 引受けて 實現 する こと は、 今 曰 ほとんど 望みが たいと ころに 屬 する。 結局 は、 

よく 協同し、 ひろく 連繫 する ことによって、 各部 局の 研究の 擔當 者に よる ft 聲科擧 の 大成が 望み 得る だけで あらう。 

これ はもち ろん、 ひとり 音聲の 研究に 限られる 事 がらで はない が、 特に 音聲の 考察の 沿革に 微 して、 その 感を 深く す 

る ものが ある。 

五 音 聲學の 成形 理論 と應用 

現 時の 狀況 について 見る のに、 音聲 研究 は 依然として、 音 聲事實 の關與 する かぎりの 各方 面に おいて 試みられ、 進 

めら れてゐ る。 それらの 成^ は 次第に 一 般に 顧慮され て、 r 實驗音 聲舉」 の 名稱の もとに 結成され、 それ ftl 身 獨自の 研 

究 領域と 考察 手段と を もつ 一個の 科學 として 成立しょう とする に 至った。 それ は、 一 方に おいて は、 舊 時の 音 聲學の 

漸次 改善され て、 面目 を 新に した ものと 兒る こと も出來 るが、 昔聲 事象の 十全の 解明の ために は、 在来の-: ま i- ぜ聲 學 

の 範圍內 にと^ まること が出來 ないし.、 法則 定立の 科學と して 進 む點 でお のづ から それと 趣 を 異にする に 至って ゐ 

る o 

咅 S ゆの 成形 理論 ミ應用 
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l^oi 理論 ミ應用 

本來、 音聲 事象の 十全な 解明 を 目標と する 科 學的體 系 を 「理論的 音 聲學」 とし、 その 實際 上の 應用を 念と する もの を 

「應用 音 聲學」 とすべき で、 この 建前から すると、 いは ゆる r 實驗音 聲擧」 が， むしろ 前者の 任務 を 負 はされ てゐ る現狀 

なの は， 名實 そぐ はない 嫌が ある。 實驗は 探究 方法と して いづれ にも 必要な 手段で、 それ を 目安に して 應用的 方面と 

區^ すべき 理由 はない。 その 名稱 と實體 との かう いふく ひち が ひ は、 つまり 上述の 研究 進展の 沿革 的 事情に よるのに 

外なら ない。 そして、 今日に 至って は、 當初 さほど 必耍を 感じた r 實驗 的」 の 特徵の 標榜 をな ほかつ 固執して いくに も 

當 るまい。 また 應 ffl 的な のに 對 する 理論的の 意味 を 含蓄す る ものと して， 「音聲 生理 學」 乃至 「音 聲 物理 學」 の 名 稱を揭 

げる やうな 態度 も偏狹 におち いる 嫌が ある。 

音聲 研究の 應用 的な 方面 は、 またす こぶる 廣 ぃ範圍 にわた るが、 そのうち 最も 軍： 耍視 され、 かつ 出來 上って ゐ るの 

は、 敎育的 音聲學 で、 普 逝に 應用 音聲學 または s 攀に 音聲舉 とさへ いはれ るの が、 この種の もの だとい ふ 程に なって ゐ 

る。 音律 詩形 論 や 比較 音 樂科學 や ラヂォ ならびに ト ー キ 1- の 方面に おける 技術的 問題に 關聯 して、 應用音 聲學の 演じ 

なければ ならない 役割が あるし、 近時 一派の 人た ちの 開拓 を 試みて ゐる やうな 音聲神 經學の 分野 も、 當然 こ、 に關係 

を もって ゐる。 吃 昔の 問題の 如き は、 發聲 における 中 柩祌經 的 • 心理的 機能に ついての 理解 を もたなくて は、 適切 有 

効な 矯正 を 期しが たいだら う。 かう いふ 風に、 諸種の 方面に 應用 範圍を 見出す とはいへ、 從來 もっとも 重き を 镫 かれ 

てゐ るの は， 敎育音 聲學に 如く ものがない。 

國際 交通の 隆盛と なる につれ て、 外！； 語の 必要 はます く 增大 し， 外國 語の 擧修 はいよ いよ 要求され る やうに なつ 

た。 外國 語の 學修 にあたって、 まづ 第一 に 逢 著す る 困難 は、 音 聲の聽 取と 發 昔の 習得と にある。 そこで、 敎授 者の が 
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はに おける 十分の 熟練と 知識と が このために 必要と なり、 その 敎授は 正 當な音 聲學的 認識 を まって、 はじめて 正鵠 を 

得る。 外！： 語 教授法に おいて、 この 必耍 がま づ 痛感され、 その 方面の 敎育界 に 應用音 聲學が 次第に ^ 及され るに 至つ 

たこと は、 各！： とも 趣 を 同じく すると ころで、 わが 國の 例に ついて 見ても、 まづ 英語 敎授の 方面に おいて 實用 音聲擧 

の耍 望が もっとも 高まって ゐ、 それが 次第に ドイツ語 や フランス語の 敎授の 方面に も 波及して 行く 現狀 は、 容^に 看 

取され ると ころに 屬 する。 この 氣運 を兒 るに 及んだ ことに ついては、 先覺の 努力の すこぶる 感謝すべき もの ある を 想 

起しなければ ならない が、 さらに 大きく これ を考 へれば、 まさに 外阈語 の舉 習に おいて この種の 耍求 がま づ 第一 にあ 

ら はれる とい ふこと は、 むしろ 當然 ともい へる。 心理的に 見て 来れば、 それが 自然な の だと もい へる。 生きて はたら 

いて ゐる 現代語に とって は、 音 聲の正 不正が、 たビ ちに 首 語の 効用に 影 饗する。 正しい 發 音 への 要求 は、 必然の 事に 

屬 する。 音 聲の點 でもき はめて 相異 する 外阈語 は、 特に 國 人の 聽覺 にき はだった 感銘 を與 へる こと を 過たない。 音聲 

的 特性が まづ 外！： 語の 場合に とりわけ 注意され る 理由 は、 そこ にある。 

外阈 ^において、 さほど 留意され る 音 聲の 問題、 發 音の 良否の 問題 も、 自分の 1： 語に ついては、 あまり 念頭に おか 

れてゐ なかった 嫌が ある。 現在の 狀態 にあっても、 英語の 發音 について、 また アクセントに ついては、 舉校敎 育が す 

こぶる 嚴 重に 監視し、 矯正に つとめて ゐ るのに、 わが 阈語 について か へ つて 往々 すこぶる 無關 心の 有様 を呈 して ゐる 

事實 は. まことに 主客 I！ 倒と もい ふべき であらう。 また 甚だしく 奇觀 でも ある。 だが、 これ は 由って 來る ところが あ 

るので あって、 阈語敎 育に おいて 音聲の 方面への 關 心の 薄かった こと は、 その 歷 史的 • 沿革 的 事情な ど を 考慮 すれば 

首肯され る ものが ある。 

s^o^ 理；！ S ミ應用 
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音 S 孽の 成形 頊論 ミ扈用 

さう かとい つて、 これ を敎 育の 使命の 上から 肯定し 是認す る餘地 は、 寸 毫も 存 しない。 國語 そのものが 國民 生活に 

おいて どんなに 重大な 任務 を もって ゐ るかに 想到 するとき、 そして 生きて はたらいて ゐる國 語に おける 音聲の 役割の 

重耍義 を正當 に評價 するとき、 國語敎 育に おける この 傳統的 無自覺 は、 十分に 批難され なければ ならない。 

そ もく 現在の 國語敎 育が、 漢字 その他の 文字の 讀み方 • 書き方の 過重な 負 撸の壓 力の 下に、 氣息 もた えだえ にあ 

えぎつつ、 よく その 言語 敎育 としての 使命 を 果たし 得ない 狀況 にある の は、 識者の つとに 警吿 すると ころで あり、 そ 

の 改善が 緊急な 時務 だとい ふこと は、 具眼 者の 口 を 酸く して 唱 へて ゐ ると ころな の だ。 文字の 重荷に 加へ て、 小學校 

における 國語敎 育 は、 言語教育の 使命と いふ 點で 十分に 顧慮され るよりも、 むしろ 諸種の 知識の 注入の 手段と して 利 

用され ようとして ゐる 趣が 見える。 そして 話す 國 語が、 一 體 どれ だけの 關心を もたれて ゐ るの だら うつ 中等 學校 また 

は それ以上の 高等 敎育 における 國語 は、 まったく 書かれた 國語 だし、 その 大多數 は 現に 生きて はゐ ない 國語 なの だ。 

かう してい は ゆる 國語敎 育 は、 その 大部分に おいて、 現代の 國 語から 遊離して ゐ るし、 現實 生活 そのものに 背中 をむ 

けて ゐる。 さう いふの が 「阈 語敎 育」 の 本来の すがたな の だと 心得て ゐる 人々 も ある やうに 見える つ 現代 を 知り、 現代 

に接觸 する ために は、 中等教育 などに あっても、 むしろ 外國 語の 敎育を 介して 遂げられる。 

かう した 國語敎 育が、 はたして 靑 年の 活氣 ある 心 を捉へ 得る だら うか。 いや、 はたして 青年の 蔑視、 または 敬遠 を 

蒙らす に ゐられ る だら うか。 

敎化 施設 • 敎 育 行政に おいて 國語 政策の 占める 位置、 つとめる 役割 は、 重大な ものが あると 思 ふ。 文部省の 如き も、 

幾度 か 改善の 計畫を 立てよう としたら しく 見える。 けれども、 かう いふ 急務に 當 面する 當局 者と して、 ほとんど 何の 
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成す ところ もな いのは、 事實 の立證 すると ころ だ。 

現代と 乖離す る國 語敎肓 が、 音聲の 問題に 無闢 心な 0 は、 當然 Q 铰行 ともい へよう" 國語敎 育 は それでい さ だ I- 

さう 考 へ てゐる 人た ち も あるか も^れない： さう いってす まして ゐる 間に、 務怠 馒-〕 自然 Q ま 一報と して 受け； けれ 

ばなら ない、 よそから 視を、 そ 0 人た ち は 自覺 しない o だら ぅュ V- 

が、 時勢 を 見る 明 ある 人身 は、 次第に 自覺 し、 爾く當 面の 方策 を眞 面目に 考へ 出 して 来た。 國 語 における 音聲搴 的 

考察の 重 要義 も、 少 しづ、 認められて 来たし、 その 國語敎 育への 應用 も， だん/、 實 現されよ うとして ゐ る： 事 は 至 

每當 然に霎 するとに い へ 、 な 「まで G ところから 思 ひ 比べ ると、 喜ぶべき 事と 考 へ ら. にる： 

たに 現在まで の 成績で は、 国語の 音 聲學的 知見が、 各地 方の 方言 について その 特質 を 明か に 示し てゐ ると い ふわけ 

にいかない 0 標準語の 土臺 とな つて ゐる 東京 語に ついては、 かなり &究が 行き届い たと 思 はれる I, 京 九州 • 東北 

などに おける 言葉の 特 if &、 かなり 趣 を 異にする ところがあって、 これ を 明かに する こと は、 標準 音の 普及と いふ 上 

から も 必要な 事項 だ が、 まだ 大 い に i—究 を 要す るち の が殘さ れてゐ る と 思 ふ 3 これ は それ < ^の * 方 に つ い て 堪能な 

研究者に よって 分擔 されて、 はじめて 完成す る ことが 出来る やうな 廣汎な 仕事で、 . ) かも^ 接に 國， S 敎 育に 重要な 閱 

係 を もって ゐる 3 東京 語に ついての 音 聲擧的 業績 は、 爾餘 0堆 方に 行 はれる 音 聲事實 を 考察す るに當 つても、 饗 に 

力強い 助 を舆へ る も Q に. 相 達ない- - 國語 敎育界 における 自覺 あり、 力量 ある 人士 QIW つて こ 、にも 力 を 致される こと 

を 待望す る： 

* 佐 久間晷 I.B 本音 聲學 |  (昭和 IT 年)、—  r«5 音 聲學壽話  一 一 BP 和 H 年) 

香 wsfo まも f?i 一 凌-、 -iilll- 
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.  富 語 料 さ 音 

安藤 正 次 「國 語音 聲學」 (岩波 講座 「日本 文 學」) 

神 保 格 「國 語音 聲學」 (大正 十四 年) 

** 金 田 一 京 助 氏の 東北 方言に 關 する、 服 部四郞 氏の ァクセ ントの 分布に 關 すろ 音 萆學的 知見な ど、 見るべき ものが 次第に も 

ら はれて ね る。 

六 言語 科學と 音聲學 

1 般に言 語の 事實 において、 ある 種の 秩序 もしくは 規則 性 を 求める のに、 ある 特定の 國語 または 語原の 歷 史的 變遷 

の迹 をた どると いふ 仕方が、 すこぶる 手近かで も あり、 文獻學 的な 興味から も、 多くの 研究者 を 見出す ことが 容易 だ 

つた。 時代に よる 一 111 口語の 變遷 は、 文獻學 • 考證學 を 必要に すると 共に、 各 時代に ついての 比較に よって 見出される、 

變 化の 中に おける 一脈の 迎 るべき もの は、 科 學的求 知 心 を 刺戟す るに 十分だった。 その 脈絡 をた ぐって いくと、 意外 

の邊に 親近 關係 ある もの を昆 出し、 はるかの 上代に その 祖先 を發 見す るに 至る。 言語の 系譜 舉的與 味 は、 熱心で 周到 

な 研究者 を驅 つて、 き はめて 細微な 探索に 努力 を 傾けし めた。 

かくて、 語彙に ついては 語原 的 研究 を、 語 態 • 語法に ついては、 その 歷 史的 研究 を 促した。 語音の 變遷 の迹 や、 語 

義の 轉變の 方向に おの づ から 規則的な ものが あると いふ 發見 は、 言語の 研究者に とって、 貴重な 牧獲 でも あり、 さら 

に 前進へ の獎勵 ともなった。 かう して 開かれた 多幸な 道 を 言語 擧 者が 進む ことに 專 念した の は、 事の 當然 に屬 する。 

ところで、 かう いふ 行き方での 進發 は、 時代 を 溯る とい ふ 方向に、 相 率 ゐて滔 々と 向 はせ た 趣が あり、 現に 立つ と 

ころの もの を 深く 掘り下げ ると いふ 點 に遣憾 がなかった と は、 いへ ない と 思 はれる。 過去の 言語 は、 話さ. e たま >- に 
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保存され る ことなしに、 た^ 文獻 として 不完全に 傳 へられる に過ぎない。 資料 を あつめる ための 努力に つぐに、 想像 

をめ ぐらした 考證 での 補充 を 以てして、 しかもな ほ發 音され たま、 の 言語の 本 來の姿 は、 適確に 捉 へられる と は、 期 

待され ない。 普通 用 ゐられ る 文字 や 正字法が、 どれほど 音聲の 表現に 對 して 不備な もの かとい ふこと は、 周知の 事が 

らに屬 する。 そこに 一 面から い へば、 大いに 想像力 を發 揮すべき 餘 地が與 へられて、 興味 ある 考證的 研究が 可能に な 

る こ と を 感謝す ベ きで も あらう。 

しかし、 この種の 過去の 言語の 研究に あって は、 音聲 への 關 心が 第二次 的になる こと を 免れない。 なるほど 「音韻 

法则」 の 探究 は、 一 つの 魅力 ある 題目で は あらう。 だが、 それ は 究極に おいて、 ある 時代に 書き 殘 された 不完全な 音 

聲的 表現と 次の 時代に おける この種の ものとの 問に おける 脈絡 を 見出す にと^ まり、 せいぐ それ を 現代の 音 聲の知 

見に よつ て解釋 すると いふ 以上に 出る こと は 不可能で あらう。 

この種の 言語の 研究に おいて は、， 音 聲擧. の 役割が さほど 重耍 ではない。 人々 は 普通に この場合に、 かなり 科舉 以前 

的な 音^ 知識 を 以て、 事の 說明を 遂げ 得た と考 へる に 馴れて ゐる。 「速 濁」 とか、 「轉呼 音」 とかい ふ考へ 方が、 國 語に 

おける 文字の 關 係すな はち 「カナ」 の 表音 能力の 關 係から 來てゐ る こと は * 格別と りたて、 いふ ほどの^で もない。 こ 

の考へ 方です む ものなら、 音聲學 はこ 、に は 無用 だと もい へ よう。 

言語の 勝 史的 • 文 獻學的 考察が、 すな はち 言語 學 だと すれば、 さう いふ 擧科 における 音聲擧 は、 比較的 閑却し 得る 

存在で あらう。 この 際 精緻な 音聲 知識 は、 雞を さくた めの 牛刀に も 比べられよう。 從來の 一 一 一一 口語 學 において、 音 聲舉が 

それほど 重要視され なかった とすれば、 その 理由 を この 邊に 見出す ことが 出來る もので は あるまい か。 
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が、 言語の 科學 は、 これ を 唯 一 の 研究領域 とする はすの もので はない。 現實 の具體 的な もの を捉 へる とい ふ 使命が 

忘れられて はならない。 生きて ゐる この 現代語 を、 考察の 對象 とする ことに、 別 様の 輿 味 を 見出し もし、 また 一 層の 

审： 要 性 を 認め もすべき だら う。 

この 方向への 言語 研究の 動向 は、 わが 國の 舉界 にあっても、 すでに 著明な もの を 示して ゐる。 すな はち 近時 勃興し 

つ 、ある 方言 學へ の 趨向が それに 外なら ない。 現に 生きて 動いて ゐる もの を、 その はたらく がま、 に觀 察し 記述す る 

ところに、 方言 研究の 困難 も あるが、 また そこに こそ 大きな 牧穫を 約束す る ものが あるので はなから うか。 

この場合 にもな ほ文獻 をた よりに するとい ふ 仕方が、 勿論 當 座の 方便と して 用 ゐられ るの を * 排斥すべき 理由 も あ 

るまい。 けれども、 またしても 事が 方 一 一 一一 口の 歷 史的 採 索に かゝ はると いふので ない 限り、 方言 研究 はもつ と現實 の事實 

に卽 して 行 はれなければ ならない。 その 硏究 は、 机上に おける 力 ー ドの 整理 だけで は 、出来ない はすの もので あらう。 

具體 的な 言語 を 如何に 捉へ るかに 對 して、 村 料の 學的價 値 は 至大の 關係を もつ。 相當の 資格 を もつ 堪能な 觀察者 を 外 

にして、 よく 贋 値 ある 資料 を 提供し 得る ものが あり 得よう か。 しかも 資料 こそ もっとも 大切な 根據 とい はなければ な 

ら ない。 藤 史的 研究に おける 史料の 正否が、 どんな 重大な 意義 を もっか を 知る 者 は、 この場合に おいても 同様に 重大 

な 意義 を 資料 について 十分 認識し なければ ならない。 

實 にこの 見地に おいて、 方言 研究者 は 一個の 堪能な 音聲學 者た る 資格 を も必耍 とするとい はれよう。 音 聲擧の 役割 

は、 こ&に 十分 發撺 されなければ ならない。 應 用音聲 學的敎 養で も、 すでに 相當の 役に立ち 得よう。 したがって、 こ 

れは 何等 雞 きを 求める ので はない。 もとく 言語 研究者に 對 して 當然 要求され るべき 資格た るに 過ぎない。 
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研究の 範圍が 外國語 に 及び、 特に まだ 音 聲學的 研究 を 施さ れてゐ ないやう な 言語 に當 面する 場合に 至って は、 曆ー 

翳 こ の 事の 必耍が 痛感され る。 

言語 理論の 眞に卽 事 的な 考察に とって、 音聲 事象に 對 する 根本的の 理解の 必要な こと はいふまで も あるまい。 語法 

の 如き も、 本當 に科學 的に 解明され るた めに は、 その 深い 層に おける 昔 聲的能 因 を 度外視す る ことが 出来ない。 たと 

へば、 國 語の 動詞の 活用の 五十音 II 的 理解な ど は、 皮相な ものに 過ぎない のであって、 語法の 法則 は 一 暦 自然 的で も 

あると 同時に、 ー脣無 拘束で も ある。 鬪式 的に 强 制されて 然るので はなくて、 自發 的に 成形され るの だ。 その 邊の事 

理は、 一 偏の 形式的 說明 によって は， もと/、 闡 明され るべ くもない ものな の だ。 

七 阈語 科學と 音聲學 

知識 進展の 行程に ついて、 きはだった 特徴 を 示す もの 三 段階 を 求めて、 ある 人の 命名に 從 つて、 それぐ 祌舉的 • 

哲學的 • 科學 的と して 特色 づけるならば、 わが 阈語 における 音 聲に關 しての 知識が、 長い il その 祌舉 的な^ 階に 停滯 

して ゐ たとい ふこと を 認めない わけに いかない。 この 方面の 先達に も、 「皇國 の 古昔 は純粹 正雅」 な ものば かりで、 外 

國の 音の 正しくな いのと 選 を 異にする とい ふやうな 考 がいだ かれて ゐ たの は、 それほど 遠い昔の ことではなかった。 

五十音 II において 完備した 音韻 體系を 見出した 時代の 音聲 知識 は、 語音に おける 一 切の 事象が この 準繩 によって 規 

定 される と 信じた。 一 種の 論理的 整合. を 具體的 事實の 上に も强 要した。 これ は音聲 知識の r 哲學 的」 段階に 當る わけ だ 

が、 その 名稱 にさし さはり が あると すれば 論理的 段階と 名 づけても い、。 かう いふ 考へ 方が、 國語學 の 中で かなり 近 

BE 語 科 S& ミ苷 整學 
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圃語科 孽ミ音 整學 

くまで 根 を 張って ゐ たこと は、 いろくの 點 から 想 察される。 

网^ の 音 聲學的 知識の 科擧的 根柢に 立つ 成形 は、 まだ それほど 古い ことで はない。 そして、 國 語の 音 聲學的 特性の 

科舉的 解明 は、 かの 傳統的 知識の 集成に まつよりも、 むしろ これ を 離れた 具體的 事實の 探究の 中から こそ 求められな 

ければ ならなかった。 國 語の 研究者た ちの 努力の 結 栗の 壘 積も、 その 根本的 態度に おいて 卽事的 二 莨 際 的な もの を缺 

き、 た ビ思辨 と 獨斷と を 事と する 限り、 音聲の 科學的 知見に 寄與 する ものがない。 科舉 的に 進まう とする 者 は、 何ら 

かの 援助 を わが 國の國 語 研究に おける 先達た ちの 業績のう ちから 求める こと を 望み 得なかった。 これ を 参考す るか は 

りに、 むしろ 無視して 出發 する 方が よかった。 なぜなら、 先入見に よって 拘束され るの は、 單に 無益な だけでなくて、 

かへ つて 不利だった から。 

だが、 この 論理的 段階に おける 演繹 的な 行き方 は、 五十音 圖的 原理から 出發 した 者に だけ 見られる のではなかった。 

體系 的な 音聲 知識 はョ I A "パ 現代語の 敎 育の 普及と 共に 輸入され て來 た。 中に も 英語の 音聲體 系が 一 部の 舉 者の 與 

味 を ひいた。 これ を國 語の 音聲 事象に あてはめて みょう ！ さう いふ 思 ひっき は、 至極 當然な 事な のだった。 

もちろん、 事 は 大部分に おいてす らく 運ぶ やうに 見えた。 阈語 における 音聲 の事實 は、 こ 、に 新しい 「解 釋」 を 見 

出した と 思 はれた。 實 への 忠實 な觀 察が、 その 解釋に 不審 をいだ かせ、 說明 における 具合 わるさ を 感じさせ るまで 

は、 さう した 解釋に 安んじて ゐた。 いや、 多少の 具合 わるさ も、 むしろ 觀 察の 行 屆 かないた めであった かの やうに さ 

へ 見られた。 音 聲學の 輸入 常時の 狀況は  >  まづ さう いふ 風に い へる やうな ものだった。 

これ は、 原理 上 何ら 論理的 段階 以外の もので はない。 なるほど 英語なら 英語の 音聲學 は、 科舉 的な 知識 體系 でも あ 
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らう。 相當に 完成して ゐる ともい はれる だら う。 が、 それ を淺 りなく^ 倘の音 聲 事象に 安當 すると 考 へて， 國語の 音 

聲 事象 を も それによ つて 解釋を 試みる の は、 全く 科學的 態度と 正 反對な 行き方に 外なら ない。 

事實 上、 かう した 行き方 は、 種々 の 點で行 きづ まった。 一方 特殊 音聲舉 のか はりに、 一般 音 聲學 から 出發 する こと 

の 必要が 痛感され • 廣く かつ 深く 根據 がす ゑら れる と共に、 他方 音 聲事實 の 卽事的 特性に 對 す， る觀 察が 當然 要求され 

なければ ならなかった。 知識の 科學 的^ 階、 あるひ は 前の 「論理的」 とい ふのに 對 して 「事理 的」 と 名 づけるべき 段階へ 

の 進展が 希求され るべき だった。 もちろん、 一般 音聲 擧の敎 へる ところ も、 具體 的な 事 實 について 吟味され るべき だ 

つたが、 ある 種の 事項に いたって は、 ほとんど まったく 國 語め 場合に おいて 舉的體 系 を 作り出さなければ ならない も 

のがあった。 ァク セン トの 事理の 解明の 如き は、 大部分に おいて まさしく さう いふ 種類の ものだった。 

この やうな 實證的 研究の 途中に 逢 著す る 困難 は、 いづれ の 科學者 も經驗 すると ころの もので、 國 語の 音 聲學の 成形 

に 至る までの もの も、 たビ その 一 例た るに 過ぎない。 しかも、 科學の 推進 は、 いつも こ の 種の 犧牲的 努力に よって 成 

される のであって、 かくして 到達した 景觀 は、 - その 以前にお ける ものと 面目 を 異にする に 至る。 

かう した 態度 を 以て、 かって、 山 田 美妙 は、 國 語の アクセント を 取扱って、 當時 にあって は 驚くべき 成果 を收 めた。 

事實 を事實 として 立て i、 その 中から 若干の 法則 的な もの を 見出さう とし * 何らの 先入見に 煩 はされ なかった の は、 

その 業 繽を價 ある ものにする 所以だった。 トヮ ー ヅも、 國語の 母 昔 や 子音の 特色に ついて 正當な 考察 を 施した の 

であった が、 アクセントの^ 象に ついては、 かなり 見 當のは づれた 見解 を脫 する ことができなかった の は、 觀 察に 卽 

し 實證に 徹する に 至らす、 旣 成の ョ In ッパ語 的 アクセント 觀に 執着した ために 外なら ない の だら う。 
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國 諾料學 V」 音罄學 

* 本 講座 中の 「音聲 學史」 について、 これらの 事 實に關 する 叙述^ 見出す ことが 出來 i う。 

現在のところ、 國 語音 聲擧 は、 東京 語に 關 する 限り、 ほ ビ定說 を 生み出す に 至った が、 しかし まだ 細部に ついて 悉 

く 意見の 一 致 を 見る に 及んだ とい ふので はない。 ただ 次第に 一 致して いく 氣運を 看取す る こと は、 現在 一 致 を 見る に 

并ゃ 

至って ゐ ない 事項に ついても、 今日す でに 可能 だ。 おそらく、 いまだに 大いに 見解の 異なる やうな 點は、 もはやよ ほ 

ど少 くな つて ゐる だら う。 擧說の 相違が、 事 實の證 左に よって 解消して いくと ころに、 科擧の 進歩が ある。 なほ 各方 

言に ついての 研究が 今後 進められるべき では あるが、 現在 出來 上って ゐる だけの 知見 も、 十分 應 用の 途を 見出し 得る 

ものと い へ る。 

* 筆者 は 大正 四 年 以来、 自己の 所見^ 時に 應 じて 發 表して 來れ が、 他の 人々 と 見解^ 異にする 點 について は、 その都度 自分 

の 執る と： ろ^ 說 明して 來れ。 まれ 考察の 進行に つれて、 多少 以前の 見解^ 訂正して 来れ。 最後に 到達し；： 知見 は、 昭和 

四 年 出版、 同年 訂正の 「日本 音聲 學」、 おぶ び 同^ 出版の 簡約 しれ r 國 語音 聲學 講話」 に 述べて ある。 昭和 七 年 出版の 「一般 

普 聲學、 發 音と 發聲」 においても、 取材の 範圍 はちが ふが、 根本の 見解に あって は、 ほぐ 異なる とこる がない。 神 保 格 氏 

の 場合に も、 大正 十四 年の r 國 語音 萆學」 以來、 氏 自身の 見解への 多少の 訂正が 加 へられて 來れ やうに 見受けられる。 昭和 

七 年の 常 深 千 単： 氏との 共著 「國 語發 音ァク セン ト 辭典」 お r6 び 本 講座に 執筆され る 一 篇 において、 氏の 最近の 見解 ^知る、、 

とが 出来 i う。 安藤 正 次 氏の r 應用音 聲學」 (『言語と 文學』 に 連載 中の もの) は、 まだ その 一 部^ 發 表しれ に 過 ざない が、 

批判的な 點で 好個の 參考^ 提佻 する ものと 思 ふ。 

音萆學 協會の やうな 機關： ii つて、 研究者の 相互 間の 論議と 協調との 機 會が與 へられる、、 と は、 この 氣運^ 促進す るに 利 

が ある。 

國語 研究 そのものに ついても、 發 展の迹 をた どれば、 祌擧的 乃至 獨斷 的の 段階から 次第に 歩 を 進めて 來た 有様 を 見 

る ことが 出来よう。 論理的に 考察 を 進めて アプリ 才， 'リ をお し 立て、 個^的 事實 を演澤 的に そこから 導き出す とい ふ 
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やうな 仕方が、 國語 研究の ある 時期に 認められ るか 否か は、 今 詮索す る 場合で もない。 すでに r 國語 科學」 が 提唱され 

ると き、 その 鮮明な 旗幟に おいて 卽事的 • 寶證 的に 進まう とする 態度が 耍 求され てゐる こと を 看取すべき だ。 

國語科 學は國 語の もっとも 具體 的な 事實 から 出發 して、， どこまでも 卽事 的に、 實證 的に 進まなければ ならない。 そ 

して、 すべての 科學 が、 他に 沒交涉 に 孤立して は i 歩 を も 進める ことが 出来ない やうに、 國語 科學も その 基礎 科學を 

もち、 補助 擧科を 要し、 豫備 知識に 賴ら なくて はならない。 この 意味に おいて 國 語の 音聲舉 は、 まさしく 國 語 科學に 

耍 請され て、 その 基礎的 構築に 協力す る ものに 外なら ない。 かう した 國語 科學 は、 すでに 完成され た 形で 提出し る 

ものではなくて， むしろ 今後の 努力に よって 建設され るべき もので あらう。 方言 學の 健全な 發達 は、 一方 國語史 の 解 

明に 資する ところが あると 同時に、 それ以上の 程度で こ の 意味に おける 阈語 科擧の 成長に 寄與 すべき 重要性と 好望 性 

と を 荷 ふ。 

もとより 國語變 遷の歷 史的 考察に あっても、 透徹した 音聲 事象への 理解の 下に 行 はれる とき、 事理の 解明に おいて 

面目 を 一 新す る ものが あらう と 期待され る。 この 際 留意すべき こと は、 言語 事實の 心现學 的お よび 社 會舉的 考察の 必 

要と いふ ことで、 たと へば 音 聲の轉 化に おける 音 聲知覺 の 機能の 効^の ごとき は、 音 聲舉的 知見の 適用に あたって、 

十分に 考慮され るべ き だと 思 ふ。 

八 音 聲學の 題目 

音 聲學の 取扱 ふ 問題が どうい ふ もので、 項目の 排列が どう あるべき かに ついては、 その 大綱 はおの づ から 決定され 

音 整^の 題 m 


普 學の 題目 

てゐ る。 しかし、 實際 問題と して は、 その 時代の 科擧發 達の 狀況 ゃ關 心の 輕重を 反映して、 年代に よる 特色 を 示す 一 

方に、 なほ 個人的な 傾向に よっても 特異性が あら はれる ので、 編述の 有様 はかなり 區々 になって ゐる。 

その 大綱に ついていへば、 まづ蜇 獨に發 音され た 語音の 侗々 の 特性 を檢 し、 それの 相互の 關 係を考 へ、 それの 親疎 

に從 つて 分類す る ことが， 第 一 段の 仕事と なる。 實 際の 取扱に おいて は、 最初に 與 へられた 一連の 語音 を、 まづ 語音 

としての^-位に 分析 するとい ふ 行き方 を 自明の 事と して、 その 初頭から 犟 獨に發 音され た 音聲を 對象 とし * これ を單 

音 と 名 づけて、 その 音聲の 特性 を 記述し、 發昔 過程に おける 條件を 吟味す る。 語音の 分類 も、 普通に は、 その 發 音の 

際にお ける 音聲器 管の 機能に ついて 異同 を撿 し、 それによ つて 親近の 關係 など を 求める ことにな つて ゐる。 その 限り 

で 發生的 考察の 道 を 歩む とい はれる。 

この場合に、 往々 音聲の 現象 的 特質の 意義に 對 する 相應の 考慮が 忘れられ がちな の は、 用心すべき 事 がらで あらう。 

單音を 立てる とい ふの は、 何に よって 可能な のかと いふのに、 それ は發 昔に おける 音聲 器官の 態度お よび 運動、 すな 

はち 調音 (Articulation) が、 各 特徵を 示す からい ふので はない。 一個の 音聲單 位と して、 はっきり 他と 區 別され る だ 

けの 現象 的 特色 を 具へ てるる からこ そ、 特定の 單昔 として 立てられ るの だ。 すな はち、 調音 機能の 考察の 出發點 は、 

それ ぐの 音聲の 現象 的な 特性の 定位に 存す るつ 某々 の S5i 曰が 說 かれる とき、 それ は それと して 聞き わけられる もの 

でなければ ならない。 それ 以外の ものと しても 聽 かれる とい ふやうな ものであって はならない。 

この 邊の 事理に 對 する 洞察 を缺 くと き、 それぞれの 調音 位置に 應 じて、 無限に 小さい 差異 を もって ゐる 無数の 音 聲 

が あり 得る とい ふ 風な 考 をいだ くやう になる。 われく の 感性 經驗 に關 する 限り、 差異 感度 はいつ も 有限な の だし、 
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識^し 得る 感性 的 特質 も 有限 數を 以て 算 へられる。 色相の 種類 • 味 や 匂の 種^な ど、 客觀の 物理的 刺戟の 量的 差異の 

連繽 的な のに 應 じて * 無限の 數 だけ 存立し 得る と考 へる こと は、 事實の 許さない ところ だ。 音 聲 にあっても、 同様な 

わけで、 現象 的に 何ら かその 特性 を捉へ 得る やうな もの を 定立して、 はじめて 赏際的 意味が ある。 さう いふ 音 聲の種 

類 は、 數が すこぶる 限られて ゐる。 

かう して その 特質 を 聽識 され、 それと して 措定され ると ころの 音 聲單位 を、 音聲 學は單 昔と して 出發 の土臺 とする。 

これ は 最初 どうしても 現象 的に 定立され なければ ならない。 た^そこに 昔 聲知覺 の 性能に 個人差の ある こと を 免れな 

い。 分離した 犟音 e と 5 との 別の ごとき は、 習練 を經 ない 聽 者に は識训 されない こと も ある。 音 聲學的 態度 を 以て 

臨む とき、 はじめて はっきり 特性 を 示す やうな もの も ある。 普通人の 間に は 聞きの がされる ほどの、 僅かの 差異の あ 

るお：： 聲を も、 音 聲學は 別 侗の單 音と し て 取扱 ふこと が少 くな い 。 

* 近顷說 かれる フォ ネ，' ムが、 知 覺の對 象と しての 語音の 成 素 的 類型と して 解され る (「 國^ 音聲學 講話」、 一 六 八) とすれば、 

原理 ト-單 昔と 別樣に まつれく^ 钝 的の ものと して 拾定 される もので はな い。 れ^ その^度 に おいて 與なリ が あ リ、 一 翳 素 

朴な 態度で 定立され た 音 犛単 位と い ふ に 外なら ず、 特に 首 語に おける それの 社會的 意義に お いて 考慮され るべ さもの だ。 

なほ 「音. 聲心现 學」 參 

個々 の 音 聲 とその 發生 における 生 现的條 件との 間に 兑 出される 關係 は、 すこぶる 一義的な ものと して 考 へられ、 つ 

ひ に 侗別 的單昔 の 種^ の 確定 を * もつ ばら その 調音に よって 可能に する こと が 昔 聲學 の 一 任務と も考 へられる に 至つ 

た。 「基本 母音」 (ヂ 3 ゥンズ による CarJinil  vowels) の 桢限的 調音 位置に よる 設定の 考 想の ごとき は、 その 見本 的 一 

例に 外なら ない。 この 假定が 事實上 支持し がたい こと は、 次^に 明かに なった。 もとく 原理 的 考察に おいて 缺 ける 

せ： S 舉の S  = 
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音 5 ぉ學の ISS  n: 

ところが あり、 當初 便宜 を 主眼と して 立案した のに 過ぎない もの は、 科舉の 進展に つれての 一 曆 深い 事理へ の 透徹に 

際 # し て  >  結局 解消され る の が當 然と い ふ ベ き 運命 だら う。 

* 「 一 般昔 萆學、 發 音と 發萆」 一 六 〇 參照。 

音聲 の知覺 は、 特定の 構造 を も つ 物理 的 刺戟 が 正常な 聽覺 器官 に 加 被す る 場合 に ^生 する ので、 その 物理 的條件 は 、 

必す しも そこに その 時に 發 音され た 音聲た る こと を 耍せ す、 電氣 振動 に變 形され たもの または 録音 された ものが、 音 

波と して 再生され る 場合に も- 同様な 知 覺が與 へられる こと、 人の よく 知る ところ。 かう して 物理的な 振動の 様式の 

如何が、 すな はち 音聲の 音響 舉的 構造 (その 全體 振動 を どんな 部分 振動の 合成と して 「協和 分析」 を 試み 得る か) が、 

知覺 された 音聲の 特質と 緊密な 關係を もつ。 こ ゝに音 聲の 物理 舉的 および 心理 舉的 考察の 課題が あり、 現 時の 音聲學 

は、 近來 の實驗 方法の 整備と 細密 研究の 進 渉と によって、 漸次 この 方面の 知見 を增 大して 來た。 これ は 音 聲舉的 知見 

の 最も 興味 あり 光彩 ある 一 面た る こと を 失 はない もの だ。 

たビ寳 用 的な 敎育 音聲舉 にあつ て は、 依然として、 どう 發 音. 發聲を 指導して 某々 の 音聲を 正確に する ことが 出來、 

またよ く聽 きとる ことが 可能になる か を 中心 課題と する ために、 むしろ 主として 音聲 器官の 生理的 機能 を 理解す る こ 

とを耍 望す る。 かう して、 その 當初 から 音聲舉 は、 もつ ばら 音 聲 器官の はたらきに ついて、 殊に まづ唇 • 舌 などの、 

外部から その 位置 • 運動 を 容^に 知り 得る やうな 部分の はたらき について、 出来る かぎりの 觀察を 試みた のだった.' 

かう いふ 調音 運動が、 それぐ の 音聲の 特質 を 規定 するとい ふ考 は、 そこから 自然に 出た ものに 外なら す、 調音の 種 

種 相 はやが て 音 聲の諸 特質と 相應 じる と考 へる の も、 無理 はない のだった。 さう した 說き方 は、 實際上 大きな 支障 を 
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生じないで すんで いった。 1晋 聲學 の 實川的 効能 は 格^ これで 不都合 を 感じな いのだった。 

音 聲 において ー應 「おん」 と 「こ ゑ」 と の^を 立てる ことが 出來、 これ を それぐ の器宫 の 機能に 闢聯 させて、 「おん」 

の發 生に ぁづ かる^ 分、 すな はち 大體 喉頭 以上の 上 M 道 を^ 括して 發音 器官と し、 これに 對 して 「こ ゑ」 の發 生に たづ 

さはる 部分、 すな はち^に 喉頭、 殊に 聲帶 を發聲 器 とすると、 音^ はこの 兩ぉの 協 3T または 時として 前者 だけの 

活動に よって 成る と考 へられる。 かう いふ 風に 說 くの を實刚 音聲學 では 普通の^と して ゐる。 のちに 詳密な 研究が、 

具體 的の 音聲 の 發生 における 器 (に の はたらき 方に おいて、 もっとす つ と 緊密な 全體的 協同 動作の 行 は れ る こ と を 示 す 

に 至る まで は、 この 理解し やすい 考 へ 方 を 以て 逃む こと はむしろ 至當 でも あり、 實 W 的に は その 方が 便利で も あらう。 

事實上 喉頭に おける 聲帶の 振動 を その ま 、何の 共鳴 もな しに 聽 くこと はない わけで、 ョ ハ ネス ==ミ ュ レ ル の 試みに お 

いても、 ^頭 以上 の 部分す な はち 頭部 を 切り は なした 屍體 の 喉頭 は、 何ら 人聲 らし い 昔 を發し なかった とい はれる。 

それに も か V, はらす、 「おん」 と區^ して 「こ ゑ」 を說 くこと が 必要になる の は、 敎育 音聲學 の 敎控的 効^が 考慮され る 

からな の だ〕 もとより 嚴密に 理論的に 考察す る 場合に は、 すでに 述べた やうに、 物理 學 的な 振動 發 生の 解明 を 目標と 

しなければ ならない。 

種々 の 音聲？ sf 位の における 特性 的な もの は、 これ を^ 昔の 連接と して 分解す る ことによって 一 應 解決され る や 

うに m 心 はれる。 かう して 普通に は、 ^昔の 速 接に よって 生じる として 述音 が說 かれる。 しかし 一 つの 速 綾 的 語 昔に お 

いて、 その 全體 の： g ^に § して 特色 をな す 所以の ものが あり、 それ は僴別 的？ sf 位に 分解す る ことによって 兌 失 はれる 

種類の ものに 屬 する。 そこで 語音の 成形の それぐ の 段階に おいて、 その 全！ g に 卽 して 存 すると ころの 特質 を掼 ふこ 

音 0  0  ^  0U 
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となく、 その ま、 に觀. 祭し、 記述し、 進んで は その 機能的 意義 を 看取し なくて はならない。 一 つの 音節が 構成され る 

とき、 そこに それぐ の 結構 的 特色が ある。 かの いは ゆる 「直音」 と 「拗音」 との 對 比の ごとき は、 音節 形成に おける す 

こぶる 根本的な 種刖を 反映す る ものに 外なら ない。 

この種の 音 聲的 成形の 特性 を 考察す るに 及んで、 音 聲の元 子 化 的 取扱 は、 もはや 何等の 手が k り をも與 へない だら 

う。 かう した 元 子 化 的な 行き方 は、 アクセントの やうな 事實の 存立 を 認める ことが 出來 ないで、 これ を 否定す るに も 

至る。 音聲 心现舉 の 然るべき 顧慮が、 この種の 問題に とって 大切な 意味 を もっと い ふこと について は、 改めて 述べる 

ことにしよう。 
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